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6. 分娩詩母体合併症の続計 
掛詞充克(千大)
昭和52，53年度の当科における経握分娩患者数， 967 
人を対象に分娩持母体合併症，持に軟産道損欝および分
娩時異常出車について統計的観察を行った。会陰切開術
は，多くの症例に対してなされており，純粋な軟産道損
鋸は少ないのであるが，両者の出血量に関する比較もな
し得た。 
7. 産科手術の続許
張守和〈千大)
昭和53年 1年間の産科手街，特に吸引分娩についての
統計的考察を行なった。すなわち，頻慶，年齢，分娩回
数， 分娩誘発の有無， 1+豆損所要時間， 適応， 合併
症，出血量，体重，アフ。ガーノレスコアー，切追仮死との
関係について統計をとった。それによると，現在のとこ
ろ，吸引分娩は操作が簡震で，かっ母克に与える影響が
少ないため，繁mされているが，厳重な適症と要約のも
とに，技術を習得して母児に無沼の損蕩を避汁なければ
ならない。 
8. 未熟見の続計
武永薄(千大)
暗和53年震に当科で出生した新生児は， 457名であっ
たが，そのうち未熟児は男児 20名 (8.4%)，女克己名 
(6.8 %)だった。産科歴，年齢， アフ。ガーノレ， スコア
ー，在監期開，生下時体重などについての相関々孫を検
討じた。新生児死立は 7名であ担，多くは未熟児であっ
た。 highrisk pregnancyの管理や highrisk baby 
の集中看護は新生児亮亡を減少させるために重要なこと
と思われる。 
9. 子宮頚癌の統計
名古良輔，阪口禎男〈千大)
昭和 52年度， 53年度の 2年間における婦人科入院患
者数は 815入であ予，そのうち子宮頚癌患者は， 152人 
(18.7%)であった。期JJj分類において辻 S.52年， 
CISが48.7%， S. 53年， 53.9 %と各々トップを占め
た。年齢分布，年齢分布と進行期，年齢別治療法，進行
期と手衛々式，経産と進行期等について統計的考察を行
なった。
10. 韮B外来続計
大J[J玲子，穏葉憲之，工藤純孝〈千大〉 
1976年から79年の 4年間に，千葉大学産婦人科 HB
外来に登録された175名の HBsJ¥g-carrier嬬入につき，
垂直感染，水平感染などの状抗を調査した。分娩後工年
以上追跡し得た114名の克では， HBsAg揚性37名 (32.5
%)， HBsJ¥b揚性 11名 (9.6%)，計42.1%の感染率で
喜うった。間一婦人から出生した克では，第 1子が HBs 
J¥g揚性でも第2子以降 HBsAb陽性ないし抗原抗鉢共
に陰性例もあム却齢ないし妊娠出産を機に HBe技原
が陰転する場合のあることが推測された。 
11. 当科不妊外来における続計
寺田夏樹，前]I[岩夫(千大)
昭和48年から53年の 6年間に当科不妊外来を受診した
患者の現況を報告します。不妊患者の妊娠率を原発不妊
例，続発不妊伊i別に分けてみると，原発不妊例は続発不
妊例の約2信の患者数がいるにもかかわらず，妊娠率で
辻逆に続発不妊例の 1/2となっています。
妊娠成立後の結果をみてみると，一殻妊娠の流産率10
%に比較して約 2告の高率であり，不妊患者が妊娠した
場合の follow-upが重要であることが，示唆されまし
た。 
12. 当霞不妊外来における銃計的観察
古内美好，武久徹，岩津英雄(国立千葉)
昭和54年 1月から10丹までの10カ丹間における当民不
妊外来を受診した 119備について統計的観察を行なっ
た。不妊患者の全外来患者数に対する割合は1.4%で，
原発不妊は約73%，続発不妊は27%であった。また25，.. 
30歳の婦人が約60%を占め，不妊期開辻 1-3年が約55
%であった。主な不妊原菌は卵巣性15%，卵管性15%，
子宮内護症12.5%，機能性28%であった。妊掻率は11.7 
%で卵巣性不妊症において，高い妊娠率が得られた。 
13. 勤務匿 10年〈県立佐原靖院)の臨床統計一手筏
症例を中心として一
木下 昌(県立住原)
この度，事情により， 10年余ワ勤めた県立生原病読を
辞める事になったので，一地方公立病読の医長として勤
務すると，どの程変の症例に遇するか手術症例を中心と
して検討してみたので報告します。
